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8　月のこよみ

町民　の動き

がんお叙卿

．告　∴、・∵

定
例
議
会
開
催
さ
れ
る

役
場
庁
舎
建
設
費

二
億
七
千
四
百
万
円
可
決

去
る
七
月
二
十
八
日
遠
賀
町
隻
二
回

定
例
試
食
が
招
集
さ
れ
、
付
護
可
決
さ

れ
た
萱
次
の
と
お
り
お
知
ら
せ
し

ます。
○
議
案
第
四
四
号

昭
和
四
五
年
度
特
別
会
計
遠
賀
町
水

道
才
人
才
出
決
纂
認
定
に
つ
い
て

の
　
収
欝
収
支

収
入
一
望
薫
四
書

憲
一
慈
贅
欄
六
六
一
高

㈲
∴
資
本
的
収
支

収
入
　
資
本
的
収
入

三
、
一
六
九
、
七
〇
一
円

憲
蕃
輩
七
〇
盲

○
墾
露
四
五
号

昭
和
里
ハ
年
度
遠
賀
町
一
蟹
汁
補

正
予
算
補
正
額
　
二
八
七
、
三
六
八
千
円

才
人
墓
璽
八
、
九
七
九
舌

主
な
る
諦
正
は
庁
舎
連
繋

二
七
四
、
五
〇
五
千
四

〇
譲
纂
第
里
ハ
号

水
稲
無
穀
も
ど
し
金
の
交
付
に
つ
い

1
肝
霊
昭
馨
四
四
、

2
焚
付
件
数
　
五
七
一
件

3
交
付
金
額
　
五
一
〇
、
三
六
円
也

○
裁
乗
第
四
七
号

遠
賀
町
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の

も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

陽
炎
会
翼
賛
報
酬
一
里
（
8
円

水
防
偽
題
査
委
員
報
酬
一
旦
ハ
8
円

○
薮
霧
四
八
号

遠
賀
町
職
員
退
職
手
当
支
給
条
例
の

別
塞
一
　
陣
　
富
者

一
饗
繋
襲

○
聾
露
四
九
号

遼
賀
町
災
害
対
第
本
都
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

災
昏
対
策
垂
へ
法
に
基
づ
く
条
例
の

制
定

○
強
豪
第
五
〇
条

遠
賀
町
防
災
全
額
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

○
葉
第
五
一
号

藷
葱
墾
家
例
の
制
定
に

議
案
第
五
一
言

遠
賀
町
消
防
賞
じ
ゅ
つ
金
に
関
す
る

条
例
の
一
都
改
正
に
つ
い
て

賞
∴
じ
∴
ゆ
　
つ
　
金

別
表
一
翼
じ
ゅ
つ
金

功
労
の
罷
　
　
金
額

0
時
に
抜
海
の
功
労
が
あ
り
他
の
模
範

と
な
る
と
諷
め
ら
れ
る
看

≒
0
8
、
8
0
円

⇔
接
辞
の
功
労
が
あ
り
他
の
模
範
と
な

る
と
認
め
ら
れ
ス
著

二
、
六
8
、
8
0
円

㊧
特
に
顕
著
な
功
労
が
あ
る
と
認
め
ら

れ
る
者
　
二
、
五
8
、
0
0
0
円

以
下
一
、
五
8
、
0
0
0
円
以
上

㊧
多
大
な
功
労
が
あ
る
と
恕
め
ら
れ
る

者
　
　
「
0
0
0
、
0
0
0
円

扶
養
親
族
の
状
況
に
よ
る
増
額

1
日
か
ら
臼
ま
で
に
該
当
す
る
者
に
つ

い
て
は
、
馨
類
族
が
一
天
以
上
あ

る
と
き
は
、
一
人
を
こ
え
る
扶
裳
親

族
五
人
ま
で
、
一
人
に
つ
き
七
五
、

0
0
0
円
を
加
算
す
る

2
賞
じ
ゅ
つ
金
の
支
給
素
受
け
る
遺
族

が
条
例
第
五
露
一
項
第
三
号
に
掲

げ
る
者
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、

前
項
に
定
め
る
額
の
二
分
の
一
に
相

当
す
る
額
以
内
の
撃
滅
額
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

功
労
の
襲
及
び
馨
の
等
級
に
よ
る
支
給
額

議
の
藷
畿
翳
諮
害
翳
議
労
が
あ
る
と
　
謀
議
馨
る
と

六
8
、
0
8
円

五
五
〇
、
0
0
0
四

四
8
、
0
0
0
円

一
六
〇
、
0
8
円

八
九
〇
、
0
8
円

六
五
〇
、
8
0
円

四
一
〇
、
8
0
円

二
〇
〇
、
0
8
円

0
0
0
、
8
0
円

八
8
、
0
8
円

六
8
、
0
0
0
円

四
四
〇
、
8
0
円

二
六
〇
、
0
8
円

一
（
＝
5
、
0
0
0
円

九
四
〇
、
0
8
円

八
〇
〇
、
0
8
円

一
、
8
0
、
0
8
円

九
8
、
0
0
0
円

八
8
、
〔
×
）
〇
円

七
二
〇
、
0
0
0
円

六
三
〇
、
0
0
0
円

五
五
〇
、
0
0
0
円

四
七
〇
、
0
0
0
円

四
8
、
0
0
0
円

功
労
の
軽
度
又
は
扶
養
親
族
の
状
況
に
よ
る
増
額

l
特
に
波
野
の
功
労
が
あ
り
、
他
の
模
範
と
な
る
と
譲
め
ら
れ
る
番
で
あ
っ
て
障
害
の
等
級
が
一
級
に
該
当
す
る

も
の
に
つ
い
て
は
、
一
級
の
最
高
額
に
四
〇
〇
、
0
8
円
を
加
算
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

2
　
⊥
に
該
当
す
る
脅
以
外
で
妓
瑳
親
族
が
二
人
以
上
あ
る
と
き
は
、
一
人
を
こ
え
る
挟
饗
親
族
五
人
ま
で
、
一
人

に
つ
き
、
H
に
該
当
す
る
者
に
つ
い
て
は
、
六
〇
、
0
8
円
C
に
該
当
す
る
者
に
つ
い
て
は
四
五
、
0
0
0
円

㊤
に
該
当
す
る
者
に
つ
い
て
は
三
〇
、
0
8
円
を
加
舞
す
る
。

○
議
案
第
五
三
号
　
　
　
　
　
　
組
合
規
約
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
　
　
寵
蛮
町
役
甥
の
位
置
を
遠
賀
町
大
字

遠
賀
郡
遼
蚤
町
ほ
か
三
方
町
火
葬
場
　
火
葬
観
に
関
す
る
条
文
削
除
　
　
　
今
古
賀
五
三
番
地
に
変
更
す
る
。

組
合
の
投
立
に
つ
い
て
　
　
　
　
○
議
薬
五
五
号
　
　
　
　
　
　
　
筒
こ
の
条
例
の
施
行
期
日
は
規
則
に

○
避
寒
第
五
四
号
　
　
　
　
　
　
　
遠
賀
町
役
場
の
位
斑
を
変
更
す
る
粂
∴
∴
委
任
し
現
在
未
定
で
あ
る
。

芦
屋
町
は
か
三
力
町
環
境
衛
生
施
設
　
例
の
制
定
に
つ
い
て
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（団体貰）　良　質　米　生　産　表　彰　（遠賀肘） 

組合名 �等　級　別 ���闇讃 ��態蘭磯擬革位 
2　31415 

患∴∴淳 �％ �聾 19．874．8 �％ 2．5 �％ 1．3 �％ 17． �％ 2．6 �′ノ 5．5 �艶 �2，158 � 
松 ���4． �1． �7．4 �0． �13．1 �20 6 339 65 1 182 �2，215 �1 

津 ���5． �0．7 �7．2 �1．4 �22・7 ��4，083 �1 

惜 ���13． �1，8 �3．9 �6． �12．6 ��5，395 �16 

u　　府 ���5．1 �0．7 0．5 �9．8 �1．6 �10．9 ��3，885 3釘 2，153 �1 

千代丸 ���6． ��25．9 �0 �33．0 ��� 

古賀 ���6． ��21．6 �0 �2．5 ���5 

別 ���5． �0．7 �16．8 �3．2 �11．6 ��5，541 

生津 ���1． �0．1 �29．9 �3． �12．2 �70 �1，995 

木 ���3．6 �0． �8．9 �2， �15．5 �97 �4，855 �1 

守 ���6．1 �0．6 �9．5 �0． �14．8 �79 �8，413 �1 

良 ���8．4 18． �0．5 0．5 �6．3 �0．5 �21．7 �10 �1，銘0 �1 

‘賀川 �����40．0 �0 �8．2 � �11 � 

旧　　停 �����20．3 �0 �8．2 � �231 �6 

広　　漠 ���13． �1．2 �3．9 �0．3 �12．8 �11 �2，901 �16 

雄の本 ���2．5 �1．5 �25．7 �12． �11．6 �221 0 �1，81鳩 �4 

遭 ���5．9 ��19． �0 �18．1 ��25 �7 

合計 （澄） �自主 �11品1．Oi6．410．9 流通米も含む ���11．7 �2．。上3．dl．157！仏6811 

昭和45年産良質米生産実績表（個人別）

区　　　分 �等級別 ‾‾豆丁子‾「丁‾「「 ����離 �躍 �駿蓋 �得点 �氏　　名 �中名 

200俊以上1位 � �91 101 �12 �2 11 �1 1 �6 �212 �71．岱 �吉田晃 吉田厳 粛鴫∴∴崇 �千代 

〃∴∴∴2位 ◆∴∴∴3位 〃4位 〃∴∴∴∴5位 ケ∴∴∴6位 ���107 117 ���1 3 4 �210 208 �71．25 7100 ��1古賀 

85 82 32 �153 209 1鎗 ����215 241 205 �64．40 郭．60 55．30 54．50 54．35 54．10 �恭一正 村田忠夫 村田秀美 �浅 木 ク 

〃　7位 ′∴∴∴8位 〃∴∴∴∴9位 ��25 52 1 �191 1 ���2 �217 215 205 ��高万年 安藤負昭 割田薪蔵 近松惣一 半田三者 柴田アサ子 �上別 別 

〃　　10位 ��1 173 13 �195 ���37 7 ．26 15 �213 �54．00 ��木 

100億以上1位 〃∴∴∴∴2位 ���12 ����17 15 �100．00 鮪．0 ��上別 今古 

〃∴∴∴3位 ��156 �1 23 9 31 ����174 �94．85 �石松、∴頭 �上別 

ク∴∴∴4位 ��108 �����131 �91．2 �手　五三 �出生 

〃∴∴∴5位 ��161 184 ����20 �170 �89．40 �団　正和 �舷ノ 

ク∴∴∴8位 ク∴∴∴7位 ������91 80 �1 �88、95 �吉野茅一飯 �忠生 

79 �����110 �85．40 �泉原卯 �別 今台 上別 

4　8位 〃　9位 ��70 79 �50 61 ���1 �120 140 �79．10 78．20 �加藤事故 松　潔 

タ10位 50俵以上1位 ��50 54 �50 6 8 9 1 ���2 �100 6 �75．00 95．0 �中山包久 毛利カメ �木 虫生 

〃∴∴∴∴2位 ク∴∴∴∴3位 ●∴∴∴4位 ��61 60 50 ����11 16 �69 69 6 �94．2 93．45 90．30 0 �仲山敏美 二村薄日 柴田春男 �〃 鬼 松ノ 

〃∴∴∴∴5位 〃6位 〃7位 〃8位 ��67 35 41 34 58 46 �5 18 18 16 ���1 7 4 �72 5 59 50 �89．5 88．0 84．75 84．0 �古畑成久 察 谷口芳臼 柴田キヌヱ �尾 鬼 旧 

〃　9位 〃10位 ���27 40 ����00 86 �83．49 76．50 �溝文男 松本安子 �浅 木 

（注）政府売渡実録（自主流通米も含む）による。

昭
和
四
十
五
年
度
良
質
米
生
産
被
表
彰
者
が
左
記
の

と
お
り
決
定
い
た
し
ま
し
た
。
尚
表
彰
式
に
つ
い
て

は
後
日
決
定
し
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

「
団
体
賞
（
良
質
米
裳
彰
）

五
、
0
8
倭
以
上
　
該
当
な
し

三
、
0
8
俵
以
上
　
ク

一
、
0
8
倭
以
上虫
生
壁
軽
蔑
合

ク
∴
∴
∴
於
の
杢
遽
抱
合

一
、
0
8
俵
以
下遠
賀
川
生
産
組
合

二
、
特
別
賞
（
自
主
流
通
米
等
表
彰
）

極
の
歪
壷
組
合

三
、
個
人
賞

二
（
〕
5
億
以
上
吉
田
　
晃
（
千
代
丸
）

ク
　
吉
田
　
致
奉
（
今
古
賀
）

一
8
俵
以
上
華
田
　
三
宮
（
上
別
府
）

ク
　
柴
田
ア
サ
子
（
会
費
）

五
〇
倍
以
上毛
利
　
カ
メ
（
忠
生
津
）

ク
　
仲
山
　
敏
美
（
　
ク
　
）
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外
国
人
　
の
方
　
へ
　
／

ゐ
な
た
の
外
国
人
登
録
柾
韻
書
の

切
替
の
時
期
を
確
め
て
下
さ
い
。

昭
和
四
十
三
年
に
登
録
証
明
書
の
切

替
素
話
た
方
、
又
は
襲
受

け
た
方
は
、
そ
の
切
替
、
又
は
登
録
を

受
け
た
日
か
ら
三
年
目
に
相
当
す
る
日

（
登
録
証
明
書
に
記
入
し
て
あ
り
ま

す
）
撃
一
十
日
以
内
に
左
記
の
も
の
を

詩
塗
し
て
役
鎧
に
出
頭
し
、
新
し
い
登

録
証
明
書
の
交
誓
坊
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
記

⊥
旅
券
（
所
持
す
る
人
だ
け
）

2
写
真
（
十
四
才
以
上
の
方
の
み
、
大

き
さ
は
五
平
方
セ
ン
チ
米
、
無
帽
、

正
面
向
き
の
も
の
で
最
近
六
カ
月
以

内
に
撮
影
し
た
も
の
三
枚
）

3
印
鑑

で
て
い
室
ん
。
　
　
　
　
　
　
た
と
き
は
、
お
た
が
い
に
自
分
の
子
供

暑
さ
は
こ
れ
か
ら
も
ま
だ
ま
だ
続
き
　
と
思
っ
て
覆
る
言
を
藷
で
下

ま
す
の
で
気
を
ゆ
る
め
な
い
で
危
険
な
　
さ
い
。

遊
び
を
し
て
い
る
子
供
を
み
か
け
ら
れ

真
夏
の
夜
の
リ
グ
レ
ェ
ー
シ
ョ
ン

遺
言
と
相
鏡
に
つ
い
て

わ
が
国
で
も
古
く
江
戸
時
代
時
代
に

は
毒
畠
置
き
十
を
し
て
、
死
後
の
財

産
処
分
を
定
め
て
お
く
と
い
う
風
習

が
、
か
な
り
広
く
行
な
わ
れ
て
い
た
よ

う
で
す
が
、
明
治
民
法
が
制
定
さ
れ
、

彗
星
し
て
お
か
な
く
と
も
、
法
律
に

よ
っ
て
家
督
相
続
の
煩
位
な
ど
が
明
確

に
さ
れ
て
お
る
こ
と
か
ら
、
わ
ざ
わ
ざ

面
倒
な
「
沓
重
囲
き
し
な
ど
し
て
お
か

な
く
と
も
相
続
争
い
を
生
じ
な
い
よ
う

に
な
っ
た
た
め
か
、
次
第
に
遺
言
を
す

る
風
習
が
す
た
れ
て
き
ま
し
た
。
今
日

で
は
、
い
わ
ば
特
別
の
人
以
外
に
は
遺

言
に
つ
い
て
関
心
が
ほ
と
ん
ど
な
く
な

っ
た
よ
う
で
す
が
、
家
督
相
続
の
制
度

が
廃
止
さ
れ
、
欧
米
各
国
と
同
棲
な
法

律
制
度
と
な
り
ま
し
た
今
日
で
は
、
遺

言
の
必
蔓
欧
米
各
国
に
お
け
る
と

厨
軽
度
に
達
し
、
死
後
の
財
産
を
管
理

処
分
す
る
た
め
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な

い
重
要
な
も
の
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

現
行
の
相
続
制
度
の
も
と
で
、
遺
言

で
抽
選
の
処
分
を
明
確
に
定
め
て
お
か

な
か
っ
た
た
め
、
遺
産
は
法
律
で
定
め

ら
れ
た
柘
綾
分
に
応
じ
て
、
共
同
相
続

人
の
問
で
分
割
取
得
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
、
ど
の
財
産
を
弛
れ
に
、
ど
の
軽
度

分
配
す
る
か
に
つ
い
て
露
－
Ⅹ
口
い
が
こ

じ
れ
、
遺
産
が
あ
る
た
め
に
親
旛
問
で

い
が
み
合
っ
と
い
う
家
庭
悲
副
を
生
ず

之
轟
例
が
社
会
一
般
に
多
く
な
っ
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
農
叢
蓮
が
細
分
さ

れ
た
の
で
農
家
の
経
営
が
成
り
立
た
な

く
な
る
た
め
、
こ
れ
に
対
処
し
て
、
相

続
の
放
棄
と
か
、
遺
産
分
鸞
頴
と
か

い
う
面
倒
で
、
し
か
も
問
題
の
多
い
手

婆
董
す
る
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。
そ

こ
で
病
気
の
予
防
に
は
予
防
注
射
が
必

要
で
あ
る
と
お
な
じ
よ
う
に
、
遺
産
の

不
合
理
な
処
分
や
、
み
に
く
い
争
い
を

柔
然
に
防
ぐ
た
め
、
遺
言
と
い
う
予
防

襲
し
て
お
く
必
要
が
当
然
に
考
え

ら
れ
ま
す
。

※
選
言
の
方
式
な
ど
に
つ
い
て
お
知
り

に
な
り
た
い
方
に
は
、
小
冊
子
（
三

十
円
）
を
お
分
け
し
ま
す
の
で
、
役
場

住
民
係
に
申
し
出
て
下
さ
い
。

「
盆
踊
り
大
会
」

来
る
八
月
十
六
日
遠
賀
中
学
校
校
庭

に
お
い
て
町
内
の
み
語
り
大
会
麗
し

ま
す
の
で
条
簿
と
も
参
加
下
さ
る
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
盆
踊
り
大
会
は
蔓
の
夜
の

リ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
昨
年
か
ら

商
工
会
で
催
さ
れ
ま
し
た
が
こ
れ
客

後
は
永
く
続
け
る
た
め
今
年
か
ら
商
工

会
と
教
畜
萎
民
会
で
共
催
す
る
こ
と
に

翻
育
輩
鈴
共
催

し
ま
し
た
。

一
、
八
月
十
六
日
午
後
七
時
、
会
出
場

者
一
せ
い
に
袋
合
し
て
描
せ
ん
で
踊

る
燭
番
を
決
め
ま
す
。

二
、
一
チ
ー
ム
出
場
か
ら
退
場
ま
で

十
五
分
間
。

三
、
審
査
員
が
害
し
て
優
勝
を
決
め

る。
四
、
賞
品
多
数
。

遺
族
援
護
法
、
恩
給
法
の
一
部
改
正

0
　
こ
の
た
び
遺
族
饗
漢
法
の
一
部
が

大
幅
に
緩
和
さ
れ
ま
し
た
。
今
ま
で
は

死
亡
疾
病
の
起
因
が
戦
地
で
公
務
に
基

づ
く
も
の
だ
け
が
法
の
対
象
に
な
っ
て

い
ま
し
た
。

改
正
に
よ
り
昭
和
士
ハ
年
十
二
月
八

日
か
ら
昭
和
二
十
年
九
月
一
日
ま
で
の

間
に
非
戦
地
（
内
地
等
）
に
お
い
て
在

職
由
に
饗
に
関
連
し
て
負
傷
し
た
り

病
気
に
か
か
り
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
在

職
由
又
は
復
員
後
死
亡
し
た
縁
合
で
も

そ
の
者
の
遺
族
に
特
例
遺
瑛
年
金
が
支

治
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

⇔
　
昭
和
四
十
六
年
十
月
一
日
か
ら
旧

呼
人
等
に
対
し
て
、
契
議
が
三
年
以

上
七
毎
未
満
の
下
士
官
以
上
（
下
士
官

以
上
と
し
て
の
在
職
年
が
一
年
以
上
）

の
方
に
一
時
恩
給
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

愉
こ
の
手
続
、
時
期
な
ど
に
つ
い
て
は

後
日
町
鞄
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

右
の
こ
と
に
つ
い
て
わ
か
ら
な
い
点

が
あ
れ
ば
役
場
住
民
課
社
会
係
に
問

い
合
わ
せ
て
下
さ
い
。

お
急
ぎ
に
な
る
住
民
票
、
戸
籍
騰
・
抄
本
の

交
付
漬
求
に
つ
い
て
（
お
願
い
）

『
郡
民
体
育
大
会
』

，
と
　
、
貴
－

、
と
こ
ろ

第
十
一
両
遠
賀
郡
民
体
育
大
全
が
八

月
二
十
二
日
遠
費
中
学
投
を
憲
に

し
て
患
門
小
学
校
な
ど
で
行
な
わ
れ
ま

す
。
毎
年
本
町
で
は
出
馨
選
手
か
不
足

し
て
郡
内
四
ケ
町
の
四
位
で
あ
り
ま
す

が
今
年
こ
そ
金
野
意
義
つ
町
と
し
て

な
ん
と
か
し
て
全
種
目
に
選
手
を
出
し

度
い
と
体
育
協
会
の
役
員
一
同
選
手
を

さ
が
し
求
め
て
い
ま
す
。

勤
務
先
や
撃
殺
な
ど
で
日
頃
や
っ
て

あ
る
方
は
奮
っ
て
参
加
し
て
下
さ
い
。

実
施
親
授

八
月
二
十
二
日

遠

賀

中

学

校

の
陸
上
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
　
㈲
軟
式
庭
球

㈲
軟
式
野
球
∴
㈹
卓
球
　
の
柔
道

㈲
剣
道
　
の
弓
道
∴
0
0
相
接

く
わ
し
い
こ
と
は
糞
義
貞
会
に
聞

合
せ
下
さ
い
。

子
供
を
水
の
事
故
か

ら
守
り
ま
し
ょ
う

震
み
も
半
ば
を
過
ぎ
ま
し
た
が
幸

い
本
町
で
は
子
供
の
水
死
事
故
が
ま
だ

最
近
、
転
入
、
出
生
、
死
亡
、
婚
姻

等
の
届
出
と
同
時
に
、
住
民
票
や
戸
籍

の
勝
、
抄
本
を
掃
求
さ
れ
る
方
が
、
か

な
り
あ
り
ま
す
が
、
届
出
と
同
時
に
は

で
、
こ
の
点
充
分
ど
承
知
し
し
て
お
い

て
下
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
屯
露
で
繋
さ
れ
る
こ
と

も
、
出
来
る
だ
け
、
ど
遠
慮
下
さ
る
よ

露
処
理
上
交
付
出
来
か
ね
ま
す
の
　
う
お
願
い
し
ま
す
。

ア
キ
巣
な
ど
の
盗
犯
防
止

夏
は
海
水
浴
、
キ
ャ
ン
プ
な
ど
解
放

さ
れ
た
気
分
と
子
供
の
夏
休
み
が
重
な

り
、
家
庭
は
留
守
に
な
り
が
ち
で
す
。

つ
い
、
う
っ
か
り
し
て
、
鍵
を
か
け

忘
れ
た
り
、
戸
締
ま
り
不
十
分
か
ら
ア

キ
嫌
ド
ロ
ボ
ウ
の
枝
蕾
に
か
か
ら
な
い

よ
う
注
蒸
し
ま
し
ょ
う
。

◎
よ
い
カ
ギ
で
カ
ッ
チ
リ

戸
締
ま
り

玄
関
に
上
等
の
鍵
を
つ
け
て
い
で

も
、
隣
の
勝
手
口
が
申
し
わ
け
軽
度
の

鍵
は
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。

む
し
ろ
人
目
に
つ
き
に
く
い
ほ
ど
ガ

ン
ジ
ョ
ウ
な
も
の
に
し
て
お
く
心
が
け

が
大
切
で
す
。

◎
玄
樹
、
勝
手
口

は
い
り
や
す
い
場
所
に
は
た
や
す
く

破
ら
れ
な
い
シ
リ
ン
ダ
ー
轟
り
込
み
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箱
巽
南
籍
錠
（
開
き
戸
用
）
が
最

適
で
す
。
そ
れ
に
も
う
一
つ
、
戸
に
応

じ
た
爾
助
錠
を
つ
け
る
よ
う
に
し
ま
し

ょう。
◎
ガ
ラ
ス
窓

さ
し
込
錠
だ
げ
で
は
「
ガ
ラ
ス
破

り
」
や
「
あ
て
使
い
」
な
ど
の
手
口
に

は
弱
い
も
の
で
す
。

ガ
ラ
ス
を
破
ら
れ
て
も
手
の
と
ど
か

な
い
画
商
す
み
に
「
チ
ョ
ウ
番
締
ま

り
」
か
「
ベ
ン
リ
ー
締
ま
り
」
で
桶
強

す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

◎
留
守
に
す
る
と
き
は
隣
近

所
に
よ
く
類
む
習
慣
づ
け

牛
乳
ビ
ン
や
新
聞
が
受
け
箱
に
た
ま

っ
て
い
て
は
留
守
を
数
え
る
よ
う
な
も

のです。
留
守
と
わ
か
ら
な
い
壬
つ
「
お
願
い

す
る
」
「
書
か
し
と
き
と
気
軽
に
頼

み
頼
ま
れ
る
習
偵
づ
け
が
大
切
で
す
。

香

典

返

し

次
の
方
々
か
ら
町
社
会
福
祉
攫
雲

に
対
し
特
別
寄
附
を
頂
き
ま
し
た
。

紙
上
を
以
て
御
厚
志
に
対
し
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

水
上
　
又
助
殿
　
故
水
上
ツ
ル
ヨ
横

白
石
多
貴
子
殿
　
故
白
石
　
綿
実
様

小
野
　
敏
行
殿
∴
故
小
野
　
ア
キ
棟

故
矢
野
ウ
メ
ノ
棟

数
小
川
登
一
郎
様

故
小
野
　
郷
姥
桜

故
安
藤
　
ヒ
サ
様

故
安
藤
　
諏
操

故
村
田
ミ
ツ
ル
桜

故
丸
井
　
歴
雄
桜

故
毛
利
　
茂
桜

故
村
田
　
温
知
様

故
水
上
　
セ
イ
ヱ
巌

今

月

の

税

金

大
阪
、
兵
厚

福
岡
県
職
員
（
警
察
事

務
）
中
級
、
初
級
職
採

用
試
験
の
実
施

一
、
募
集
人
員

中
級
警
察
認
諾
　
男
子
　
約
五
名

初
級
醤
憲
憂
男
女
約
四
十
名

交
通
巡
視
員
　
女
子
　
約
二
十
名

こ
の
試
験
は
、
知
韓
轡
羅
貰
、
学

窓
憲
撥
貝
の
採
用
試
験
と
同
時
に

実
施
さ
れ
る
の
で
、
蜜
駕
琵
韻
貝

と
し
て
適
任
者
が
お
れ
ば
、
嚢
撃

落
を
受
験
す
る
よ
う
に
勧
誘
す
る
こ

と。
一
十
募
集
期
間

七
月
上
旬
～
十
月
四
日

三
、
受
付
九
月
六
日
～
十
月
四
日

四
、
試
験
日

の
一
次
試
験
　
十
月
十
七
日
（
日
）

㊤
一
次
試
験
　
十
一
月
中
旬
（
藁

薯
醇
）
　
十
一
月
下
旬
（
変
通
巡

視員）

五
、
採
用
時
期

昭
和
四
十
七
年
四
月
頃

六
、
受
験
資
指

事
激
職
　
昭
和
十
七
年
四
月
二
日
～

昭
和
二
十
七
年
四
月
一
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
者

が
巌
蛾
　
昭
和
十
九
年
四
月
二
日
～

昭
和
二
十
九
年
四
月
一
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
番

交
通
巡
視
員
　
昭
和
二
十
一
年
四
月

二
日
～
昭
和
二
十
九
年
四
月
一
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
者

身
長
一
五
二
の
以
上
で
あ
る
こ

と。

視
力
　
両
眼
と
も
裸
眼
視
力
が
〇

・
六
以
上
ま
た
は
裸
眼
視
力

〇
・
一
以
上
で
矯
正
視
力
一

・
〇
以
上
で
あ
る
こ
と
。

弁
色
力
　
完
全
で
あ
る
こ
と
。

町
県
民
税
第
二
期
分

納
期
限
　
八
月
二
十
五
日

水
稲
共
済
掛
金

納
期
限
　
八
月
二
十
日

県
道
　
宮
田
－
遠
賀
線
西
川
右
岸
国
道
3
号

線
よ
り
麓
児
島
本
諒
新
川
踏
切
問
の
全
面
通

行
止
め
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

納
期
限
に
納
め
ま
し
ょ
う
　
－

心
配
ご
と
相
談
所
の
開
設
に
つ
い
て

こ
の
た
び
住
民
福
祉
、
生
活
向
上
の

充
実
を
は
か
る
た
め
心
配
ご
と
相
談
所

を
開
設
い
た
し
ま
す
の
で
大
い
に
と
利

用
下
さ
い
。

一
、
柏
楼
内
容

生
活
苦
、
管
少
年
、
普
借
、
法
律
、

衛
生
、
老
人
、
そ
の
他
の
広
範
囲
の

讃
問
題
に
つ
い
て

一
、
相
談
員

民
生
賓
（
通
常
五
名
）

関
係
官
庁
磯
貝
（
福
祉
費
所
）

一
、
相
戦
日
、
及
び
場
所

毎
月
一
回
　
遠
賀
町
公
民
館

〈
議
鯛
繕
端
輩
覧
）

※
今
月
の
相
談
日
は
八
月
一
千
三
日
午

後
一
時
～
午
後
四
時
ま
で

箇
相
談
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
秘
密

に
い
た
し
ま
す
の
で
こ
気
軽
に
利
用

下
さ
い
。

福
岡
県
警
察
官
募
集

福
岡
果
警
察
官
採
用
試
験

○
採
用
予
定
人
員
∴
約
二
五
〇
名
（
大

義
単
数
）

○
嚢
格
　
昭
和
十
九
年
四
月
i
百

か
ら
昭
和
二
十
九
年
四
月
一
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
男
子

○
試
験
期
日

第
一
次
試
験
十
月
十
日
（
日
）

壁
茨
麗
十
一
月
中
旬

○
試
験
地
　
語
間
市
、
久
留
米
市
、
飯

塚
市
、
北
九
州
市

○
受
験
申
込
書
の
受
付
期
間
　
九
月
一

日
～
九
月
三
十
日

○
受
検
申
込
用
練
の
葉
先
　
海
田
市

天
神
一
丁
目
一
番
一
号
　
福
岡
県
警

叢
書
霞
諜
試
験
係
　
福
岡
県
下

の
名
義

○
採
用
　
昭
和
四
十
七
年
四
月
一
日
以

降
○
そ
の
他
　
本
県
の
試
験
と
同
一
日
時

同
一
掻
所
に
お
い
て
、
次
の
各
都
府

県
藷
に
よ
る
採
用
試
験
も
行
な
わ

れる。
看
視
庁
、
神
奈
川
、
愛
知
、
京
都
、

昭
和
四
十
六
年
七
月
の
衷
雨
に
よ
り
国

連
3
号
線
よ
り
塵
児
秘
本
維
新
川
踏
切

閲
の
路
肩
が
欠
壊
し
、
利
用
者
の
方
に

は
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
い
ま
す

が
、
愈
々
復
旧
工
疎
に
難
事
す
る
郎

と
な
り
左
記
の
と
お
り
一
定
期
間
の
全

面
通
行
止
め
を
行
な
い
ま
す
の
で
、
ご

協
力
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま

す。

「［

一
、
全
面
通
行
止
の
場
所

遠
賀
川
国
道
3
号
線
よ
り
塵
児
亀
本

線
新
川
踏
切
閲

二
、
全
面
通
行
止
の
期
間

昭
和
四
十
六
年
八
月
十
七
日
よ
り
八

月
二
十
一
日
ま
で
五
日
間

三
、
全
面
通
行
止
期
間
由
の
車
繭
の
通

行全
面
通
行
止
期
間
は
、
木
守
方
面
よ

り
遮
賀
川
方
面
に
対
す
る
通
行
を
一

方
通
行
と
し
、
新
川
踏
切
よ
り
遠
賀

川
駅
前
及
び
役
場
に
通
行
す
る
も
の

と
し
、
遠
賀
川
方
面
よ
り
木
守
方
面

に
対
す
る
通
行
は
禁
止
し
ま
す
、
但

し
歩
行
者
は
除
き
ま
す
。

四
、
全
面
通
行
止
細
閏
由
の
車
輌
の
う

婚
前
蕗

全
面
通
行
止
期
間
由
遠
賀
川
方
面
よ

り
木
守
、
上
別
府
、
滝
本
方
面
に
対

す
る
通
行
は
、
町
単
山
手
線
（
千
代

丸
～
風
食
）
、
町
道
別
府
～
上
別
府

線
（
別
府
山
中
理
容
院
～
上
別
府
花

園
）
、
町
道
太
守
、
老
艮
穣
（
老
長
竿

硲
～
太
守
）
等
を
利
属
し
て
下
さ
い

五
、
全
面
通
行
止
期
間
終
了
後
の
車
楠

の
通
行

全
面
通
行
止
期
間
終
了
後
の
車
輌
の

通
行
は
、
復
旧
工
蒋
串
で
あ
っ
て
も

3
号
線
よ
り
新
川
踏
切
閲
は
従
来
ど

お
り
通
行
が
出
来
ま
す
が
工
部
の
都

合
に
よ
り
一
時
璧
母
を
致
し
ま

す
。
但
し
、
大
型
車
の
通
行
は
蒸
止

し
ま
す
。

六
、
復
旧
工
疎
の
期
間

復
旧
工
密
の
期
間
復
旧
工
事
の
期
間

は
、
昭
和
四
十
六
年
八
月
二
日
よ
り

昭
和
四
十
六
年
二
月
二
十
九
日
ま

で
と
な
っ
て
い
ま
す
。


